
令和５年度事業実施結果

（１）市が設置する各種審議会及び専門委員会等への人材派遣に関すること

番号 市担当部課 学部課名・
担当教員等

事業目的

期　日
8月8日、10月11日、1月18日、
3月26日

場　所 市役所

内　容
伊勢原市行財政改革推進計画
の進捗状況

参加者
数

8名

成果及
び課題

市の行財政運営の点検を行い、
評価をしていただいた。

期　日 12月18日

場　所 市役所

内　容
・委嘱状委嘱式
・第１回会議

参加者
数

4名

成果及
び課題

専門的知見から御意見をいただ
いた。

期　日 7月21日

場　所 市役所　全員協議会室

内　容
令和4年度実施結果と令和5年
度実施計画

参加者
数

21名

成果及
び課題

各市の観光事業計画を共有し
た。

期　日 3月

場　所 書面開催

内　容 総会

参加者
数

19名

成果及
び課題

日本遺産の取組の推進

期　日 ①11月20日　②2月19日

場　所 ①②市役所　２Ｃ会議室

内　容

①保健福祉部所管の各計画の
策定
②重層的支援体制整備につい
て

参加者
数

①15名　②13名

成果及
び課題

専門的見地から御意見をいただ
いた。

5 伊勢原市社会福
祉審議会

保健福祉部
福祉総務課

情報マネジメン
ト学部
橋本 諭 准教授

市長の諮問に応じて社会福祉に
関する事項について、調査及び
審議を行う。

3
平成大山講プロ
ジェクト推進協議
会

経済環境部
商工観光課

情報マネジメン
ト学部
古賀 暁彦 教授

神奈川県の新たな観光の核づく
り事業の認定を受け、かつての
「大山講」のように多くの人が訪
れたにぎわいのある大山の再現
を目指す。

4 伊勢原市日本遺
産協議会

経済環境部
商工観光課

情報マネジメン
ト学部
兵頭 良純 准教
授

文化庁より認定を受けた「日本
遺産　大山詣り」の周知・啓発を
進め、観光誘客及び地域振興を
目指す。

事業名 主な実施結果（令和6年3月末時点）

1
【新規】
伊勢原市行財政
改革推進委員会

企画部
経営企画課
行政経営担
当

情報マネジメン
ト学部
三浦 智恵子 教
授

市の行財政運営の点検を行い、
伊勢原市行財政改革推進計画
の進捗状況について意見を述
べる。

2 伊勢原市個人情
報保護審査会

総務部
文書法制課

情報マネジメン
ト学部
勝間 豊 教授

個人情報の開示請求の諾否決
定に対する審査請求に関する市
長などからの諮問に応じて調査
審議し、その結果を報告する。



期　日 3月7日

場　所 市役所2C・2D会議室

内　容
事業者からの提案内容のプレゼ
ンテーション及び事業者へのヒ
アリング等

参加者
数

6人

成果及
び課題

専門的な知見を活かし、適正・
公平に事業者を選定していただ
いた。

期　日

①8月21日
②10月31日
③１月31日
④3月28日

場　所 市役所　全員協議会室

内　容

①伊勢原市立地適正化計画の
変更　他
②伊勢原大山インターチェンジ
周辺地区に係る都市計画の変
更　他
③都市計画道路田中笠窪線の
都市計画の変更　他
④都市マスタープランの一部改
定　他

参加者
数

①13名
②12名
③13名
④13名

成果及
び課題

委員の委嘱と、都市計画の案等
の事項に関して協議し、答申を
いただいた。

（２）市民活動、生涯学習活動、文化・芸術活動等への支援に関すること

番号 事業名 市担当部課 学部課名・
担当教員等

事業目的

期　日 6月17日、6月18日

場　所 市民文化会館大ホール　他

内　容 吹奏楽フェスティバル

参加者
数

1,800名

成果及
び課題

市民文化会館自主事業として多
数の参加があり、好評を得た。

7
伊勢原市都市計
画審議会

都市部
都市政策課

経営学部
木村 剛 教授

都市計画案件に関する審議等
を行う。

主な実施結果（令和6年3月末時点）

1 伊勢原吹奏楽
フェスティバル

市民生活部
市民協働課
市民文化会
館担当

産業能率大学
吹奏楽部
SANNOウィン
ド・オーケストラ

芸術・文化の普及・振興を行う。

6

【新規】
伊勢原球場スコ
アボード改修事
業公募型プロ
ポーザル選定委
員会

保健福祉部
スポーツ課

情報マネジメン
ト学部
江口 潤 教授

伊勢原球場スコアボード改修事
業（設計・施工）について、プロ
ポーザル方式により契約の相手
方を選定するにあたり、適正な
選定等を行うため、伊勢原球場
スコアボード改修事業公募型プ
ロポーザル選定委員会設置要
綱に基づき、選定委員会を設
置・開催する。



（３）産業、観光等地域経済の振興に関すること

番号 事業名 市担当部課 学部課名・
担当教員等

事業目的

期　日 9月30日、10月1日

場　所 道灌まつり区域内

内　容
伊勢原観光道灌まつりへにおけ
る清掃活動の実施

参加者
数

50名

成果及
び課題

学祭のPRもしながら清掃活動を
行っていただいた。

期　日 9月30日、10月1日

場　所
伊勢原駅北口臨時駐車場（おま
つり広場内）

内　容 飲食出店

参加者
数

―

成果及
び課題

本まつりへの参加を通じ、市と大
学との交流を促進し、協力関係
を推進した。

期　日 5月20日

場　所 愛甲石田駅南口ロータリー

内　容
愛甲石田駅南口ロータリーふれ
あい祭における司会進行

参加者
数

2000名

成果及
び課題

地域コミュニティの活性化に寄与
した。

期　日

7月22日
（第1部）午前10時30分～午後0
時30分
（第2部）午後1時30分～3時30分

場　所 大山阿夫利神社石尊・客殿

内　容
手作り石鹸ワークショップ、スマイ
ルコンテスト等

参加者
数

52名

成果及
び課題

ポスター掲示等によりイベントの
周知を図り、参加者へのノベル
ティの提供等を行うことにより、多
くの方に参加いただき、好評い
ただいた。今後の継続的な事業
展開等が課題である。

4
手作り石鹸ワー
クショップ

経済環境部
環境対策課

情報マネジメン
ト学部
友寄 隆哉 教授
友寄ゼミ学生

石鹸作りを通してSDGsの理念を
理解し、大山阿夫利神社にて販
売活動、ワークショップの企画運
営を行う。

2 伊勢原観光道灌
まつりへの出店

経済環境部
商工観光課

情報マネジメン
ト学部
古賀 暁彦 教授
古賀ゼミ学生

伊勢原観光道灌まつりへの参加
を通じ、市と大学との交流を深め
るとともに、協働活動による協力
関係を推進する。

3
愛甲石田駅南口
ロータリーふれ
あい祭

都市部
都市政策課

湘南学生サー
ビスセンター
情報マネジメン
ト学部学生

イベントの円滑な進行と地域住
民とのふれあいの場を創出す
る。

主な実施結果（令和6年3月末時点）

1
伊勢原観光道灌
まつりクリーン
キャンペーン

経済環境部
商工観光課

湘南学生サー
ビスセンター
情報マネジメン
ト学部学生

伊勢原観光道灌まつりを通じ
て、健全な地域社会の発展及び
人材の育成を目的として、協働
活動による協力関係を推進す
る。



（4）市及び大学施設の相互利用に関すること

番号 市担当部課 学部課名・
担当教員等

事業目的

期　日 通年

場　所 危機管理課執務室

内　容
災害時協力協定に係る窓口・担
当者確認

参加者
数

－

成果及
び課題

災害時における連絡体制の強
化を行った。

（５）その他

番号 市担当部課 学部課名・
担当教員等

事業目的

期　日 4月21日

場　所
収録：市役所　政策会議室
講義：産業能率大学　湘南キャ
ンパス

内　容

新入学生必修科目「情報マネジ
メント学部の学び方」において配
信予定の新入学生に向けた市
長のお祝いメッセージ動画の収
録

参加者
数

情報マネジメント学部新入生約
400名

成果及
び課題

伊勢原市の紹介や大学との連
携等について、新入学生に対す
る市長講演を実施し、市に対す
る理解促進を図った。

期　日 11月4日、11月5日

場　所 収録：市役所　政策会議室

内　容
瑞木祭当日に配信予定である市
長のお祝いメッセージ動画の収
録

参加者
数

―

成果及
び課題

４年ぶりに外部の方も来場する
対面開催となり、市長からお祝い
を述べた。

期　日 8月3日～8月9日

場　所 市役所

内　容 各所属における行政体験実習

参加者
数

3名

成果及
び課題

地域の大学と連携した人的資源
の活用が図られた。

期　日 7月14日～3月31日

場　所 市役所　障がい福祉課

内　容
市内障がい福祉事業所の紹介
動画作成

参加者
数

12名

成果及
び課題

10月6日(金)伊勢原市障がい者
と暮らしを考える協議会におい
て報告した。12月1日（金）市公
式YouTube公開した。

4
就業体験学生
（インターンシッ
プⅡ）実習事業

保健福祉部
障がい福祉
課

インターンシッ
プ事務局（湘南
教務課）

行政に参加する機会と情報を学
生に提供する。

2

瑞木祭における
市長お祝いメッ
セージの動画収
録

企画部
経営企画課

情報マネジメン
ト学部
小柴 達美 教授
（湘南学生ｻｰﾋﾞ
ｽｾﾝﾀｰ）

瑞木祭の開催に対するお祝いと
ともに、学生が伊勢原市の魅力
を理解してもらえるよう、市長から
のメッセージ収録を行う。

3
就業体験学生
（インターンシッ
プ）実習事業

総務部
職員課

インターンシッ
プ事務局（湘南
教務課）

行政に参加する機会と情報を学
生に提供する。

事業名 主な実施結果（令和6年3月末時点）

1

「情報マネジメン
ト学部の学び
方」における市
長講演

企画部
経営企画課

情報マネジメン
ト学部
小柴 達美 教授

学生が伊勢原市の魅力を理解
し、伊勢原市で学生生活を送る
うえでの自覚を持つよう、必修科
目として市長講演を実施する。

事業名 主な実施結果（令和6年3月末時点）

1
災害時における
施設使用等に関
する協定書

企画部
危機管理課

湘南管理課
災害時の施設使用に係る要請
窓口及び担当者の確認を行う。



期　日 通年

場　所 産業能率大学食堂

内　容
レシピや食育に関する情報の掲
示

参加者
数

食堂利用者

成果及
び課題

利用者への食育啓発ができた。

期　日 10月14日

場　所
産業能率大学　湘南キャンパス
ビーチバレーコート

内　容 開会式における列席及び祝辞

参加者
数

16チーム　270名

成果及
び課題

市長の代理として教育長が列席
し祝辞を述べた。

期　日 3月10日

場　所 伊勢原小学校

内　容
大山登山マラソン大会のラン
ナー受付ボランティア

参加者
数

3名

成果及
び課題

早朝からの受付及びスタート地
点への誘導を行っていただきい
た。

期　日 5月17日～3月末日

場　所

伊勢原小学校、石田小学校、竹
園小学校、成瀬小学校、比々多
小学校、大山小学校、桜台小学
校、高部屋小学校、緑台小学校

内　容
工作教室、科学実験、スポーツ
体験、マジックショー、自主学習
など

参加者
数

伊勢原小学校：54名、石田小学
校：87名、竹園小学校：72名、成
瀬小学校：105名、比々多小学
校：80名、大山小学校：15名、桜
台小学校：95名、高部屋小学
校:81名、緑台小学校：75名

成果及
び課題

放課後子ども教室の運営を支援
するボランティア募集を計画して
いたが、コロナ禍の影響により、
従事する学生に対して募集を依
頼するまでには至っていない。

期　日 9月26日

場　所 7階教室

内　容 ソーシャルビジネス

参加者
数

100名

成果及
び課題

映像接続の準備時間短いため、
発表者の準備時間が少ないこと
が課題である。

9 ソーシャルビジ
ネス講義

教育部
教育総務課
歴史文化担
当

情報マネジメン
ト学部
柴田 明彦 教授
兵藤 良純 准教
授
湘南教務課

新たなビジネスとして注目されつ
つあるソーシャルビジネスについ
て、地域の自治体の関わりや方
針などについて、実例に触れる
ことにより、地域の持つ特性や課
題を認識し、ソーシャルビジネス
の方向性について考察する一助
とする。

6
SANNO CUP
2023 開会式に
おける市長列席

企画部
秘書課

保健福祉部
スポーツ課

情報マネジメン
ト学部
中川 直樹 教授
川野邊 誠 教授

SANNO CUP 2023 開会式にお
いて、市長が祝辞を述べる。

8
放課後子ども教
室

子ども部
青少年課

情報マネジメン
ト学部

放課後の時間に児童が学習や
工作、スポーツ等の活動を通し
て、地域の大人や学生など様々
な年齢の人々とふれあう。

7

【新規】
大山登山マラソ
ン大会ボランティ
ア

保健福祉部
スポーツ課

湘南学生サー
ビスセンター
情報マネジメン
ト学部学生

大山登山マラソン大会を通じて、
全国からのランナーとのふれあ
い及び人材の育成を目的とした
ボランティア活動を行う。

5 大学生向け食事
レシピ等の掲出

保健福祉部
健康づくり課

湘南学生サー
ビスセンター

東海大学と伊勢原市が共同で
作成した大学生向け食事レシピ
等を食堂等に掲出し、栄養バラ
ンスの取れた食生活を促進す
る。


